
市古太郎（東京都立大学）

第2回「(仮称)はちおうじ未来デザイン 2040」懇談会（2021/10/25） 
八王子未来デザイン2040における都市計画・防災分野の論点 

第2回「(仮称)はちおうじ未来デザイン 2040」懇談会（2021/10/25，19:00-21:00）
八王子未来デザイン2040における都市計画・防災分野の論点

1.都市計画の視点：「こと」と「もの」，密度：人口-土地-建築の関係性 
• 「計画の目標は，ことづくり」石田頼房，都立大学名誉教授，1993 
• ソーシャルディスタンスも人口と土地（空間）との関係性と指標化できる 

2.八王子市の現行都市計画にみる人口と土地との関係
• 八王子市立地適正化計画(2020)，都市づくりビジョン八王子(2019) 
• 人口密度に対応するまちの生活像と土地利用計画（八王子駅中心部，四谷） 

3.気象変動による雨量・流量変化の公的推計 
• 2℃上昇で1.1倍，4℃上昇で1.2倍（国土交通省，2021/4月） 
• 浸水想定区域図には2種類ある（2015年水防法改正）． 

4.八王子における市民の災害レジリエンス
• 絹ヶ丘一丁目自治会：大規模造成戸建て住宅団地での活発なコミュニティ活動 
• 多摩ニュータウン上柚木地区：青少年対策地区委員会+地域運営学校
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市古太郎(東京都立大学)

石田頼房（1993） 

都市計画とは，ものづくりを通してこ
とづくりを実現する（貢献する）もの 

計画の目標は，ことづくり（たとえ
ば，のびのびと公園で子どもを遊ばせ
たい）． 

今までの都市計画は，なにかつくるこ
とに傾斜しすぎていたように思います 

都市計画が最終的にめざすのは，都市
の形態ではなく，快適な都市生活，安
全で効率的な都市活動の実現です．し
かし，都市計画は，都市空間形態の実
現を通して，快適な都市生活，安全で
効率的な都市活動を実現するのです． 

都市計画とは，計画という仕事を都市
空間という場で行っているのです． 

都市政策に関する密度（狭義/広義/21世紀）

①人口P-土地L：人口密度 
②人口P-建物B：利用密度（人口と建築的施設との関係） 
③建物B-土地L：
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コロナ禍のソーシャル・ディスタンシングと密度
演習E-5：一般にある平面領域への円の充填をPacking problemと言う． 
　　　　ここで正方形を考えた場合（Circle packing in a square）解答が 
　　　　得られている（離散数学の組み合わせ問題であり，逐一計算してい 
　　　　くしかない）．それではn=1,2,4の場合の人口密度を求めなさい．

1

L1

L2

L4ヒント：最初にLを求める

サステナブル・リカバリー 
東京の新しい都市づくり都市計画区域マスタープラン 

東京都（2021/3月）

集約型都市構造のイメージ

八王子市都市づくりビジョン（2018） 
活力と魅力が溢れ，快適性と利便性を高める「攻め」の都市づくり方針



八王子市立地適正化計画（2020）

人口 

【人口密度】

◆人口密度は、人口減少に伴い、市全域で相対的に低下し、中央地域、東部地域を除いて、土地利用密度の低
い住宅地の目安である60人/haを下回る地域が増加し、地域によっては、既成市街地の基準である40人/ha
を下回ります。これにより、路線バスの減便、食品スーパーやクリニックといった日常生活を支える都市機能の撤
退など、人口密度低下の影響が顕在化する可能性があります。

図 人口密度[2015年]
出典：平成 27年国勢調査より作成

図 推計人口密度[2050年]
出典：国土数値情報 500mメッシュ別将来推計人口（平成29年国政局推計）より作成

人口密度 人/ha）区域区分

八王子市立地適正化計画（2020）

都市機能誘導区域の考え方 

【コンセプト】

～～ “にぎわいの核”となる中心拠点点 “身近な生活圏を支える”地域・生活拠点点 ～～ 
□賑わいと都市の魅力の核となる中心拠点の求心力を高めます。
□日常生活を支える都市機能や行政サービスの密度を維持します。
□居住地からのアクセシビリティ（生活のしやすさ＋移動のしやすさ）を長期的
に維持します。

【設定の考え方】
□都市機能誘導区域は、「都市づくりビジョン八王子」で定める都市拠点の
700ｍ徒歩圏を基準に設定します。
□地域特性に応じた拠点形成を図るため、都市機能誘導区域に主要な鉄
道駅で路線バスとの交通結節点である「交通結節点型」と鉄道駅、幹線
道路沿道などの「一般型」を独自に設定します。 図 都市機能誘導区域のイメージ

居住誘導区域の考え方 

【コンセプト】

～～ 居住者のウェルビーイング（安心して暮らせる社会） ～～ 
□歩いて健康に暮らせる“身近な生活圏”の目安となる圏域を明示します。（ナッジ型政策手法による居住地選択）
□長期的な視野に立って緩やかに（長い時間をかけて）居住を誘導します。

【設定の考え方】
□居住誘導区域は、市街化区域全域とします。ただし、災害の危険性のある区域や工業地域などは除外しま
す。
□居住ニーズやライフスタイルに合わせて居住地を選択できるよう、居住誘導区域に「身近な生活圏」と「ゆとり
生活圏」を明示します。

都市機能 
誘導区域

居住 
誘導区域

八王子市中心市街地まちづくり方針(市街地総合再生基本計画)2016年

八王子駅南口 集いの拠点整備基本計画（2019年）

 八王子医療刑務所移転後用地 



八王子市立地適正化計画（2020）

都市機能誘導区域 

都市機能誘導区域 

都市機能誘導区域
交通結節点型
一般型

市街化区域
市街化調整区域

本庁舎

都市機能誘導区域

交通結節点型
一般型

主な都市機能 平成 31年（2019年）3月時点

地域事務所
Ａ施設 Ｂ施設

四四谷交差点 7700m圏圏

八王子市立地適正化計画（2020）

八王子市都市づくりビジョン（2018）西部地域 地域づくり方針図

交通環境のポテンシャルを活かした産業拠点づくり 

採石場の新たな土地利用の検討 

・圏央道などの広域的な交通環境を活かした、職住近接や地域の利便性向上

災機能の強化 

沿道集落の活力向上 

に資する産業・業務などの集積による地域経済の活性化 
・圏央道八王子西IC周辺の産業拠点の日常の機能と一体となった広域的な防

農林業や新たな産業の担い手の定住などの地域づくり 
・上川町、美山町、小津町、上恩方町、下恩方町の沿道集落での

移動しやすい広域的な交通環境づくり 
・北西部幹線道路の整備による北部地域などとの拠点間・地域間連携 
・防災や物流など市域を超えた広域的な都市機能の強化 

新たな土地利用の可能性を検討 
・みどりの修復や防災性の向上を前提とした地域振興に資する

・四谷交差点周辺での商業などの様々な利便機能の強化による日常の
活動や交流の中心を担う複合的な機能の集積による地域拠点づくり 

生活拠点づくり 
・楢原交差点周辺、小田野周辺では、地域拠点の機能やサービスと

地域拠点づくり 

アクセシビリティを補完する身近な生活圏の実現に向けた買い物
を中心とする利便機能の強化 
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2008年度 諏訪町周辺地区



2008年度 諏訪町周辺地区

諏訪町 第1回：まちの点検と診断マップづくり 

国土交通省(2021/4月)
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想定浸水区域図には2種類ある！

計画規模(1/200年)：多摩川流域の48時間総雨量457ｍｍ



想定浸水区域図には2種類ある！

想定最大：多摩川流域の48時間総雨量588ｍｍ

レジリエンシー(Resiliency)
意味：しなやかにすみやかに回復する能力 
(Disaster Researchでは「強靱性」ではありません）

補足：東日本大震災後に注目された災害研究用語 
▼支援論として 
・被災地は主体的に復元している力をもっており，外部支援はその内在的
な力を促進する方向で支援を組み立てていくべき． 

　▼発災6年目を迎える三陸沿岸集落の再建事例として 
・しなやかな回復力をもつ三陸沿岸集落 
・cf.気仙沼階上杉の下 

　▼via Vulnerability (  脆弱性） 
　　・自然災害に立ち向かい，被害回復能力に影響を与える，個人および集 
　　　団の特性 22

1.街角カフェ：桜 
•障害をもつ母親グループが始めた交流と食育の空間 

2.菓子工房Chez Setta 
•自慢の腕を仮設商店街で活かす！ 

3.豆乳ベーグル 
•エステシシャンからの転職． 
•子どもに安全でおいしいものを食べさせたい． 

4.うみねこカフェ（女川町） 
•集落の女性が元気になる場所をつくりたい． 

5.ベビースマイル石巻 
•乳幼児世帯に必要な情報と物資が滞っていた． 
•乳幼児世帯の「サロン」をつくりたい． 

Adaptive Resilience：石巻市・女川町での女性主体の再建

•23

絹ヶ丘一丁目自治会 防災講演会 「自ら察知・判断して危険から身を守る」 

2019年度の防災ワークショップ成果と 
家庭・地域の防災活動に関するアンケート調査2020の報告 

2021/10/16 
北野市民センター8Fホール 

市古太郎（東京都立大学），宮野真希（元都立大学大学院，横浜市役所） 



多摩の長山に開発された丘陵斜面住宅地と土砂災害警戒区域
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土砂災害警戒区域
土砂災害警戒特別区域

長年にわたっての地域防災活動 
•年1回の長沼地域としての長沼小学校での地域防災訓練とは別に，自治会としての
防災訓練（近年は10月に安否確認訓練） 
•安否確認訓練は，各世帯が門扉のところに「タオル（白が多い）」を無事ですと
いう意味で結び，45の各班で確認し，地区内の3つの街区公園に設置した記入
ボードに記入．その後，自治会館に集約． 
•自治会館において，炊き出し訓練，宿泊訓練も実施した経緯がある． 
絹ヶ丘一丁目自治会の地域活動 
(1)自治会としての活動 
①ごみ,空画地,空き家問題，②健康対策・高齢者対策，③防犯・交通安全， 
④防災：自治会として自主防災組織（3名の担当理事） 

(2)主な自治会行事 
•夏まつり(8月)／芸能祭(10月)／文化祭(12月)／映画祭(年3回)／餅つき大会(1月) 
(3)自治会とは別組織での地域活動 
•ふれあいネットワーク（家事お手伝いボランティア） 
•子ども会活動 
•ふれあい喫茶ポラーノ（住民の自宅を会場に），フレンド（老人クラブ） 
絹ヶ丘一丁目自治会の体制 
•理事会：12名（任期10年），9の区，45の班（区長，班長は毎年交代） 

絹ヶ丘一丁目自治会の活動と体制

絹ヶ丘一丁目 地域防災意識調査2020の報告（）

p.8下

VII. 地域の近隣関係と共助意識
VII-1 地域活動に対する考え方

大変
そう思う

少し
そう思う

あまり
思わない

全くそう
思わない

1) 自分から積極的に関わりを持っている
（持ってきた）

15.3% 39.3% 33.9% 11.4%

2) 頼まれた際は，できるだけ引き受けるよ
うにしてきた

23.7% 56.7% 14.6% 5.0%

3) 地域で生活する以上，地域活動に貢献す
べきだ

22.3% 64.9% 11.9% 0.9%

VII-2 自分から積極的に地域と関わりを持っている×訓練参加状況
大変

そう思う
少し

そう思う
あまり

思わない
全くそう
思わない

1. 毎年できるだけ参加 47 98 69 17 231

2. 時間があえば参加 4 20 21 9 54

3. 参加したことはない 0 11 23 12 46

合計 51 129 113 38 331

　　尤度比のχ 2検定で p<0.001***，R=0.314，大きな相関がありそう．



2019年度 上柚木地区 地域防災ワークショップ（2019/10/19）

上柚木地区の特徴 
•多摩ニュータウン内（最寄り駅は南大沢）／集合住宅世帯が多い 
•自治町会が未組織の地区もある．集合住宅管理組合が自主防災組織の主単位 
•東日本大震災まで，地域としての防災活動は特になし 

南大沢上柚木地区での地域防災活動の経緯（首都大とのコラボまで）

2011年3月11日 東日本大震災発生 
・20%の世帯で当日帰宅できない家族あり（市古研究室推計値） 
・中学校PTAが母体となり，支援物資を集め，福島へ持って行く． 

2011年6月頃 地域としての防災訓練を3小中学校PTAが発意． 
・青少対（青少年対策地区委員会）の取り組みとして実施へ．

2011年10月 第1回上柚木地区地域防災訓練
2012年10月　 第2回上柚木地区地域防災訓練
2013年10月 第3回上柚木地区地域防災訓練（15種類） 

①初期消火訓練，②バケツリレー（児童館主催），③車イス避難体験（社会福祉協会主
催），④無線通報訓練，⑤ロープ結索訓練，⑥煙ハウス体験，⑦AEDと包帯法，⑧防災倉庫
見学，⑨簡易間仕切り体験，⑩警察車両展示，⑪はしご車展示，⑫防火衣体験，⑬D級ポン
プ訓練，⑭倒壊家屋からの救助訓練，⑮起震車訓練，

2014年1月 東京都多摩消費生活センターのセミナー 
「東日本大震災に学ぶ新しいBosaiのカタチ」の受講と相談

2014年5月 首都大とのKick Off会議

八王子市上柚木地区地域防災訓練 2014年度以降の取り組み

2014年度

上柚木防災グループトーク（第4回上柚木地区地域防災訓練） 
　・2回のプレワークショップ+ふり返りの会 
　・災害時に不安なこと，災害時に地域として取り組めるとよいと思うこと． 
　・実技訓練だけでない「トーク」から防災の輪が広がることへの手応え

2015年度

子ども防災プログラム並行型 防災グループトーク 
　・準備会議や体制は同じ（役員は年度入れ替り） 
　・学校で実施するのだから「学校避難所」についても検討したい． 
　・子どももいっしょに体験できるプログラムを！

2016年度

子ども防災プログラム並行型 防災グループトーク 
　・「一気に課題解決提案」までいかなくても，「災害時の課題を共有」も意味はある 
　・参加者の防災意識の多寡を考慮したグループ分け（上級・中級・初心） 
　・子どもプログラムとしての「地震ざぶとん」

2017年度

お父さん朝練Project並行型 防災グループトーク 
　・参加者の防災意識の多寡を考慮したテーマ設定（上級・中級・初心） 
　・8:00に集合し，臨時給水栓を組み立て訓練（お父さんチーム） 
　・災害時の水の確保に関するワークショップの試行

2018年度
災害時の避難所･子どもを支える場としての学校 
　・夏休みに100名超の参加のある「サバイバルキャンプ」を長年実施している小学校 
　・生活再建（給水，トイレ，物資，情報，子ども）拠点としての学校



上柚木地区プレワークショップ：災害時に不安なこと，災害時に地域として取り組めるとよいと思うこと

上柚木地区 防災グループトークの成果
お母さんたち女性スタッフの「気づき」
●災害時の水の問題に絞ってトークしてみたことで，学校備蓄の期限切れの水ボトルを卒業の際にでも持っ
て帰ってはどうかと思った． 
●子どもの安否．引き取り／パパの帰宅困難／ライフライン停止といった状況を鑑み，小中学校の役割と上
柚木らしい避難所開設手順を考えておきたい． 
●地域と小中学校との「よい関係」をいかにつくるか．平常時の関係性が災害時につながることを改めて意
識した． 
●これまでは決められた係りと思って，組織のために取り組んできた．防災トークをやってみて「子どもを
守る環境づくり」に自分の頭の中でつながった． 
●「『出てよかった』という声をたくさんいただいた」家族で楽しめるように「子どもと一緒にトーク」に
してみたい 

次回につながった
•「地域防災として何をしなければならないか」ではなく 
•「大地震時にどんなことが起こりそうか，何が不安かしら」という点を出発点に． 
↓【主体意識を持って進行】
•「組織のために」ではなく「災害時に子どもをみんなで守る」という2011年当時の気持
ちに近い感覚に． 
๏2015年度は，市役所とパートナーシップ型で，具体の対策までつなげたい！

2017年度 上柚木地区 地域防災訓練会場レイアウト（2017/9/24）



37臨時給水栓組み立て体験訓練(2017/9月)


